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2012年掘削の成果の概要報告
検索：福島大学　リポリトジ　猪苗代湖
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　2013年に湖底堆積物を採取する目的は二つある．
1）火山泥流の流下と噴火活動との関係の解明，さらに過
去約4千年間の火山泥流と洪水の履歴を地質学的に検討
し，それらの規模と発生頻度について明らかにする．
2）堆積物に含まれる間 水を抽出し，含まれる溶存物質
の種類と量を明らかにする．さらに，湖底堆積物と間
水との化学的相互作用，湖水の湖底堆積物中への浸透の
影響などについて検討する．

2013年湖底堆積物コア採取の目的
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2013年の掘削地点・掘削長　



2012年9月6日～11月8日（約2ヶ月）
掘削日数：約20日，荒天待機日数：約13日

2012年の湖底堆積物採取
これと同様の作業台船を使用

2013/9/18　資料No.5



湖底に

泥流・洪水頻度の検討：ピストンコアラーによる堆積物採取の方法
フロートを組み合わせた台船上にやぐらとウインチを据え付け，台
船上から作業を行う．湖底面5m上からピストンコアラーを自由落
下させ，堆積物に突き刺すことにより湖底堆積物を採取する．

主おもり：
250kg程度

ピストン長：7m

湖底
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間 水の分析に用いる試料の採取：柱状採泥器の例
左はフレーガー式柱状採泥器，右は重錘型柱状採泥器である．いず
れも自由落下させ，湖底堆積物をできるだけ乱さないように採取す
る．
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採取長：約1ｍ



火山泥流 or 洪水堆積物

火山泥流？堆積物

テフラ層（Hr-FP・約1500年前）
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2012年に採取したコア試料の火山泥流？堆積物
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間 水分析の目的
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間 水抽出の方法
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掘削の日程等
　 2013年9月24日（火）に掘削資材を湖南港に搬入する．掘削は9月26日から開始
し，10月上旬に全て終了する予定である．
　 作業台船の組立にあたり，湖南港では大型トラックや大型クレーンを使用するた
め，作業中は近づかないようご協力お願いいたします．また，作業台船は，2本のア
ンカーで固定し，夜間は調査地点に係留します．その間，台船に夜間点滅灯とチュー
ブライトを，アンカーロープに夜間点滅灯を，それぞれ設置することにより他船舶へ
の周知を図ります．これらの作業では，安全対策と環境対策に万全を期しておりま
す．
　 なお，猪苗代湖湖心部の湖底堆積物の掘削と研究に関わって，以下の諸機関から許
可や協力をいただきました．ここに記して謝意を表します．
　 環境省，福島県生活環境部，猪苗代町，猪苗代・秋元漁業協同組合，会津若松市，
郡山市，福島県猪苗代土木事務所，福島県県中建設事務所，磐梯観光船株式会社

問い合わせ先
福島大学共生システム理工学類　教授　長橋良隆
電話：024-548-8193　ファックス：024-548-5208（理工学類支援室）
E-mail：nagahashi@sss.fukushima-u.ac.jp
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